
解 説

1. 2022年度において九州・山口・沖縄地区の90例のプリオン病疑い症例について調査を行い、サー
ベイランス委員で報告した。

2. 孤発性CJDは38例、遺伝性プリオン病については遺伝性CJD5例（V180I変異5例）、GSS 11例
（P102L変異11例）であった。

3. 同地区において、過去20年のプリオン病症例数と比較して最近2年間の症例数は相対的に増加し
ている。�
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